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タウナギ目タウナギ科タウナギ属のタウナギ

Monopterus albus (Zuiew, 1793)は，水田や池

沼，小川の泥に穴を掘って生息する細長い底生

魚であり，鰭が殆どない，鰓孔がひとつに繋が

り腹面に開く，鰓が退化し空気呼吸を主とする，

オスが泡巣で卵を保護し孵化仔魚を口内保育す

る，成長に伴いメスからオスへ性転換するとい

った特異な形態と生態をもつことで知られる

（松本・岩田，1997；松本ほか，1998；今谷，

2001；中坊・甲斐，2013；波戸岡，2018；藤田，

2025）．本種の自然分布域は，朝鮮半島，中国，

台湾，東南アジアと広い（今谷，2001；中坊・

甲斐，2013；波戸岡，2018）．本邦では 1900 年

ごろに朝鮮半島から移入された奈良県を皮切り

に，東北および関東から九州の各地で不連続に

侵入・定着している（松本ほか，1998；今谷，

2001；中坊・甲斐，2013；藤田，2025）．また，

琉球列島には遺伝的に特異で九州以北のものと

大きく離れることから在来とされる個体群が分

布し，繁殖様式も異なるため（Matsumoto et al.， 

2009；波戸岡，2018），これはリュウキュウタ

ウナギとも称される（藤田，2025）． 

四国において，愛媛県，徳島県，香川県では，

本種は 1970 年代から 1990 年代にかけて侵入

し，再生産および分布域の拡大が確認されるに

至った（細川，1987；安芸・大高，2005）．対

して，高知県では 2018 年に初めて発見され（高

知新聞，2018），それ以後捕獲が相次いでいる．

本報では，本県における外来魚問題の基礎資料

とするため，高知県産タウナギを標本に基づい

て記録し，生息状況について報告する． 

 

経緯および標本 

 

本報の標本はすべて，高知県高岡郡日高村の

仁淀川水系日下川の氾濫原に形成された日下川

調整池［以下，通称のメダカ池という（日下川調

整池（メダカ池）．https://www.vill.hidaka. 

Kochi.jp/kankou/spot_25_play.html：2026 年 9

月 16 日参照）］から得られた．最初の確認は

2018 年 4 月 21 日であり，著者の一人である野

村らがメダカ池内のビオトープを整備中に，掘

り返した泥中から全長 29cm，33cm，および 63 

cm のタウナギ 3 個体が捕獲された（高知新聞，

2018）．そのうち 1 個体は冷凍保存の上で後日

標本化された（高知大学理工学部海洋生物学研 

Kyohei Okamura*, Hiroaki Takahashi, Sae Nomura, Hiromitsu Endo. 2026. The Asian 

swamp eel (Monopterus albus), an alien fish species established in Hidaka Village, Kochi 

Prefecture, Japan. NANYOSEIBUTSU, 22: 44–47. 

ISSN 0912-0114  

南予生物研究会  

－since 1984－ 



 

南予生物（2026）22 巻                            NANYOSEIBUTSU (2026) Vol. 22 

45 

 

図 1．タウナギ BSKU 161848（生時） 

 

究室魚類標本：BSKU 161824）．その後，2021

年 2 月 2 日に朝岡 隆氏により 1 個体（BSKU 

129456），同年 5 月 18 日に細木信吾氏により

1 個体が採集された（BSKU 161848：図 1）．

さらに，2023 年 3 月 30 日には著者の一人であ

る高橋がメダカ池でタウナギを捕食するアオサ

ギ Ardea cinerea を撮影（図 2），2026 年 6 月

8 日にメダカ池ビオト－プを管理する MST メ

ダカさん家クラブの西本光博氏と武田和志氏に

より，ビオト－プ整備中に 2 個体が（BSKU 

160929：図 3・4，160930），同年 6 月 21 日に

は池の外来植物駆除作業中に 1 個体が採集され

た（BSKU 161825）． 

 

標本   

6 個体（日高村メダカ池産）．BSKU 129456，

全長 131.4mm，2021 年 2 月 2 日，朝岡 隆．

160929，全長 157.3mm，160930，全長 102.9 

mm，2026 年 6 月 8 日，西本光博・武田和志．

161824，全長 642.0mm，2018 年 4 月 21 日，

杉村光俊・野村彩恵ほか．161825，全長 440.0 

mm，2026 年 6 月 21 日，西本光博・武田和志．

161848，全長 137.2mm，2021 年 5 月 18 日，

細木信吾． 

これらの標本はすべて，10%ホルマリン溶液

で 1 週間程度固定した後，70%エチルアルコー

ル溶液に置換して保存し，高知大学理工学部海

洋生物学研究室（BSKU）に登録した． 

 

結果および考察 

 

本標本は，体表に鱗がなく粘液に被われる，

胸鰭と腹鰭がない，背鰭と臀鰭に鰭条がなく鰭

摺となっている，左右の鰓孔が合してひとつに

なり腹面に開孔するという特徴が，中坊・甲斐

（2013）が示したタウナギの標徴とよく一致し

たため，本種に同定された．本種は高知県の魚

類相に関する過去の研究では確認されておらず

（蒲原，1943，1962；落合ほか，1980；高知県

レッドデータブック［動物編］編集委員会編，

2002），本報がタウナギの標本に基づく高知県

初記録となる．本県ではこれまでのところ，メ

ダカ池以外からの発見例はない． 

本種は体長約 25cm 以上で成熟し，34cm 以下

ではメス，46cm 以上ではオスであることが知ら

れる（宮地ほか，1976）．すなわち，同池で 46cm

以上と 25cm 以上 34cm 以下を含む大小さまざ

まな個体が同時に得られたことは，繁殖可能な

雌雄が揃っていることを意味する．また，2018

年の発見から 3 年後の 2021 年，さらには 8 年

経った 2026 年現在でも若魚を含む複数の個体

が見つかることから，タウナギはメダカ池に定

着したと考えるのが妥当である．本種は香川県

ではフナ類やドジョウの移植時に混入して持ち

込まれたことが示唆されているが（安芸・大高，

2005），メダカ池ではそれらの放流履歴はなく，

侵入経路は不明である．ただし，本種は空気呼

吸を行うため，生息する水中の溶存酸素量が低
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図 2．アオサギに捕食されるタウナギ（2023 年 3 月 30 日撮影） 

図 3．タウナギ BSKU 160929（生時） 

図 4．タウナギ BSKU 160929（固定直後） 



 

南予生物（2026）22 巻                            NANYOSEIBUTSU (2026) Vol. 22 

47 

 

くても問題なく生存可能で，水が干上がっても

泥に潜って長期間生き延びることができる（松

本ほか，1998；今谷，2001）．また，同池には

園芸スイレンが生育しており，ハスの植栽も幾

度か試みられている．したがって，メダカ池の

タウナギは，これらのポット苗に混入して県外

から持ち込まれた可能性がある． 

本種はその空気呼吸能力により陸上を移動で

き落水にも強いことから，奈良県では水田地帯

に急速に拡散し，一部では棚田を伝って分水嶺

を越えたことが知られる（松本ほか，1998）．

同県では水田の畦に穴を開けて壊す害魚とされ

ており（松本ほか，1998），本県でも今後の分

布域拡大に注意が必要である．なお，メダカ池

では現在，地元有志によってできうるかぎりの

駆除が進められている． 
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